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本
共
産
党
か
ら
斉
藤
副
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
、
自
由
党
、
社
民

党
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
「
秋
・
年
末
運

動
方
針
」
の
提
案
を
受
け
、「
４

月
か
ら
９
回
夜
勤
が
続
い
て
い

る
。
８
月
に
補
充
が
あ
っ
た
が

と
て
も
足
り
な
い
。
ベ
ッ
ド
稼

働
率
85
％
以
上
な
の
に
、
来
年

さ
ら
に
１
病
棟
減
ら
す
計
画
が

あ
る
（
大
船
渡
支
部
）」「
12
時

間
二
交
代
の
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
、
全
職
員
が
参
加
さ
せ
ら
れ

た
。
補
助
者
か
ら
始
め
る
よ
う

だ
。
支
部
と
し
て
は
反
対
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
交
渉
し
て
い

る
（
二
戸
支
部
）」「
12
時
間
二

交
代
の
話
し
は
支
部
に
は
提
示

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
病

棟
で
動
き
が
あ
る
。
職
員
の
同

意
が
原
則
で
あ
り
、
反
対
の
声

を
上
げ
て
い
く
（
千
厩
支
部
）」

な
ど
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
算
更
正
、
運
動
方
針
は
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
顧
問
弁
護
士
の
佐
々

木
良
博
弁
護
士
を
講
師
に
、
労

働
基
準
法
、
休
憩
時
間
、
年
次

休
暇
な
ど
の
学
習
会
を
行
い
、

秋
の
た
た
か
い
の
確
信
を
深
め

ま
し
た
。

救
急
医
療
体
制
の
改
善
、
夜
勤

時
の
休
憩
時
間
の
確
保
な
ど

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
分
会

会
議
、
本
部
・
支
部
で
の
交
渉

な
ど
に
取
り
組
み
、
前
進
を
目

指
し
て
い
く
方
針
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
に
は
、
岩
手
医

労
連
、
い
わ
て
労
連
の

他
、
市
民
と
野
党
の
共

同
を
担
う
「
い
わ
て
市

民
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
す

る
政
党
に
案
内
し
、
日

　

県
医
労
第
１
５
８
回
中
央
委

員
会
が
10
月
21
日
（
土
）
に
、

盛
岡
市
「
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
労
働
条
件
改
善
、

討論に参加する二戸支部中央委員

年
末
年
始
、救
急
改
善
へ
全
力

　
　
　
　
　 

中
央
委
員
会
、満
場
一
致
で
採
決

運
動
方
針
を
提
案
す
る
○
○
書
記
長

＜佐々木良博弁護士の講演から＞

労基法を学ぼう−
　休憩時間、救急医療体制の抜本改善を求めて

休憩について　休憩時間の趣旨
・労働が継続すると疲労が高まり、作業能率が

低下し、災害や労働者の健康を損なうおそれ
が生じるから、継続した労働時間の途中で休
憩時間を与えることによって、労働者の健康
を守る。

・労働者が継続して一定時間働く場合には、食
事等の社会的文化的生活を営まなければなら
ず、そのための一定の時間を保障する。

有給休暇について
・年次有給休暇の成立要件として、使用者の「承

認」の観念を入れる余地等はない。
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８
月
に
出
さ
れ
た
国
家
公
務

員
の
人
事
院
勧
告
が
、
低
額
と

は
い
え
４
年
連
続
で
月
例
給
・
一

時
金
が
引
き
上
げ
勧
告
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
地
公
共
闘
、

公
務
共
闘
は
、
署
名
や
総
決
起

集
会
な
ど
で
岩
手
県
人
事
委
員

会
へ
の
要
請
を
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
県
内
の
民
間
企
業
の

給
与
引
き
上
げ
が
弱
い
、
一
時

金
は
厳
し
い
と
い
う
回
答
で
し

た
が
、
職
場
の
実
態
、
看
護
師

や
獣
医
師
な
ど
専
門
職
確
保
の

困
難
性
、
高
齢
層
職
員
の
現
給

保
障
の
実
態
な
ど
を
繰
り
返
し

訴
え
て
き
ま
し
た
。
10
月
２
日

に
は
、
地
公
共
闘
総
決
起
集
会
、

県
庁
座
り
込
み
（
写
真
）
を
行

い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
の
県
人
事
委
員
会

の
勧
告
で
は
、
私
た
ち
の
大
幅

賃
上
げ
の
要
求
か
ら
は
か
な
り

低
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
事

院
と
同
様
に
、
４
年
連
続
の
月

例
給
、
一
時
金
の
引
き
上
げ
が

勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
等
の

初
任
給
は
１
，０
０
０
円
の
引

き
上
げ
、
医
師
、
看
護
師
に
つ

い
て
も
国
と
同
様
に
、
初
任
給

が
１
，２
０
０
円
の
引
き
上
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
中
・

高
齢
層
は
４
０
０
円
と
い
う
内

容
で
す
。
一
時
金
も
引
き
上
げ

勧
告
で
す
が
、
国
の
水
準
に
ま

た
も
届
か
な
い
４
・
35
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
公
共
闘
で
は
今
後
、
退
職

金
引
き
下
げ
問
題
と
あ
わ
せ
て
、

知
事
へ
の
要
請
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
、

大
型
ハ
ガ
キ
は
、
管
理
職
や
非

組
合
員
に
も
協
力
を
求
め
、
職

場
の
声
を
集
め
、
大
き
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
県
医
労
と
し

て
も
早
期
の
本
部
団
体
交
渉
の

開
催
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

県人勧受け、退職金問題含め県交渉へ

地公共闘、公務共闘の署名等で

4年連続、月例給・一時金引き上げ

　秋・年末闘争の中で、日本医労連
として全国の病院等で取り組まれて
いる退勤時間調査。県医労でも10
月18日の中央病院支部を皮切りに、
取り組みが進んでいます。その中
央支部では組合員６人が参加。医師
や非組合員などにも声をかけ、160
人余から回答をいただきました。

中央支部で
退勤時間調査実施

地
公
共
闘
県
庁
座
り
込
み

勧告の内容
　給料表の引き上げ改定を行うとともに、期末手当・
勤勉手当（ボーナス）の支給月額の引き上げを行う

 １．給料表

⑴行政職給料表
　「公民較差」0.15％、537円
⇒「給料表改定」初任層に1,000円、他は400円
⑵その他の給料表
　行政職給料表との均衡等を基本に所要の改定

 ２．初任給調整手当

○ 医師等に対する初任給調整手当について引き上げ
○「一時金」…0.05％増（4.35月）

 ３．実施時期

○ 給料表、初任給調整手当：平成29年 4 月１日
　　　　　　　　 勤勉手当：平成29年12月１日
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今
で
は
全
員
が
「
12
時
間
２
交

代
」
夜
勤
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
２
交
代
は
、
休
憩
時
間

が
60
分
と
75
分
の
２
種
類
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
説
明

や
勤
務
表
へ
の
明
記
が
な
く
60

分
の
休
憩
だ
け
と
思
わ
れ
て
い

る
実
態
が
あ
る
こ
と
を
組
合
は

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
「
12
時

間
２
交
代
」
の
試
行
を
行
っ
た

病
院
で
は
、
12
時
間
日
勤
で
も

時
間
で
終
わ
れ
ず
、
な
お
か
つ

時
間
外
を
書
け
な
か
っ
た
た
め
、

組
合
と
の
協
議
で
指
導
が
入
り
、

幾
分
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
１
０
０
％
で
は
な
い
と
の

情
報
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
伝

え
ま
し
た
。

　

職
場
実
態
と
し
て
、
慢
性
期
、

急
性
期
に
関
わ
ら
ず
患
者
「
評

価
」
や
委
員
会
、
ス
テ
ッ
プ
な

ど
で
時
間
内
で
終
わ
れ
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
「
時
間
外
」
に
な

る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
言
動

　

１
年
ぶ
り
と
な
る
看
護
指
導

監
と
の
懇
談
が
10
月
24
日
（
水
）

14
時
か
ら
県
公
会
堂
17
号
室
で

行
わ
れ
、
看
護
部
会
か
ら
４
支

部
・
本
部
５
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

３
交
代
の
「
正
循
環
シ
フ
ト
」

が
な
か
な
か
広
が
ら
な
い
実
態

に
つ
い
て
指
導
監
は
、「
看
護
協

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
推
奨

さ
れ
て
い
る
の
で
知
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
希
望
す
る
人
が
い

た
ら
ま
わ
り
と
の
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
可
能
だ
と
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。
事
務
局
長
の

中
に
は
「
初
め
て
聞
い
た
」
な

ど
の
声
が
、
複
数
聞
か
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
特
段
そ
の
よ
う

な
話
を
す
る
機
会
は
つ
く
っ
て

い
な
い
と
し
、
改
め
て
説
明
す

る
考
え
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
院
段
階
で
、「
12
時
間
２
交

代
」
夜
勤
の
議
論
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
指
導
監

は
、「（
そ
も
そ
も
『
12
時
間
２

交
代
』
は
）
こ
ち
ら
で
や
れ
と

言
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
病

院
か
ら
の
要
望
」「
職
員
の
希
望
」

と
話
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

施
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
た
職
場

で
は
２
交
代
・
３
交
代
の
希
望

す
る
方
を
選
ぶ
混
合
勤
務
か
ら
、

〜看護部会が看護指導監との懇談〜

が
あ
り
、
本
来
は
き
ち
ん
と
認

め
る
べ
き
こ
と
・
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
か
け
が
あ
っ
て
初
め
て「
働

き
や
す
い
職
場
」
に
な
る
こ
と

を
確
認
。
指
導
監
は
、「
医
療

の
現
場
は
患
者
相
手
な
の
で
時

間
で
は
終
わ
ら
な
い
」「
地
域
病

院
、
急
性
期
そ
れ
ぞ
れ
の
大
変

さ
が
あ
る
の
に
必
要
度
で
は
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
残

念
」
と
話
し
、
師
長
補
佐
業
務

や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
、
働
き
方
改

革
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
現
場
で
起
き
て

い
る
問
題
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

高橋看護指導監

懇談の様子

「
正
循
環
」は
師
長
の
と
こ
ろ
で
は

知
っ
て
い
る
と
思
う

「
12
時
間
２
交
代
」は

病
院
か
ら
の
要
望
、職
員
の
希
望

「
働
き
方
改
革
」

し
な
い
と
い
け
な
い

懇談のテーマ
  正循環と12時間2交代夜勤
  夜勤専従
  超過勤務
  病院間の応援
  etc

「12時間2交代夜勤」は
こちらでやれと言っているのではない
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女性部

　10月13日、岩手医労連女性部第31回定期
大会が水産会館で開催されました。県医労か
らは5支部・本部9名が参加しました。
　大会では１年間の総括、新年度の運動方針
について討論し、各単組から女性部活動や職
場の状況が報告されました。県医労からは日
本母親大会の取り組みと二交代12時間夜勤の
動きなどについて報告しました。
　次期役員には、県医労から副女性部長に○
○○○○さん（宮古）、委員に○○○○さん（大
船渡）が選任されました

集まって、話して、要求に
新副女性部長に○○○○○さん（県医労）

働
き
続
け
る
た
め
に
も
正
循
環
を

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
も
決
ま
る　

　

10
月
５
日
、
県
民
会
館
で
女

性
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
11

支
部
・
本
部
16
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
は
定
期
大
会
以
降
の
活

動
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
８
月

19
、
20
日
に
行
わ
れ
た
「
第
63

回
日
本
母
親
大
会
in
岩
手
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
中
野
執

行
委
員
長
か
ら
、「
三
交
代
正

循
環
夜
勤
と
12
時
間
二
交
代
夜

勤
に
つ
い
て
」
学
習
し
ま
し
た
。

学
習
で
は
、
多
様
な
勤
務
形
態

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る

と
し
て
二
交
代
勤
務
が
す
す
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

長
時
間
夜
勤
が
身
体
に
及
ぼ
す

影
響
は
大
き
く
、
安
全
、
健
康
、

生
活
の
面
に
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

正
循
環
夜
勤
の
経
験
者
か
ら
は

「
と
て
も
身
体
が
楽
だ
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
、
正
循
環
夜
勤
が

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
に
あ
っ
て

お
り
、
看
護
師
と
し
て
働
き
続

け
る
た
め
に
も
、
正
循
環
夜
勤

が
望
ま
し
い
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
の
支
部
交
流
で
も
、「
９

回
夜
勤
が
多
発
し
て
お
り
年
内

に
返
せ
な
い
」「
免
除
者
に
も
負

夜勤の学習をする参加者

担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
」「
全
員

参
加
で
二
交
代
の
学
習
会
が
行

わ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
状
況
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ワ

ハ
ラ
や
メ
ン
タ
ル
の
病
休
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
の
日
程
・
内
容
等
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
み
ん
な
で
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
７
年
度
女
性
部
長
会
議
開
催

ブロック 担　当 日　程 会　場 内　容

北部 久慈 11月11日㈯ 野田村
「えぼし荘」

野田塩作りと見
学

中部 東和 11月25日㈯ 東和総合支所 クリスマスリー
ス作りと交流会

南部 南光 10月22日㈰ 平泉
ホテル武蔵坊

秋の平泉・昼食
交流会

三陸 大槌 11月11日㈯ 母ちゃんはうす
だぁすこ沿岸店

クラフトバンドでつくる
簡単クリスマスリース

岩手医労連女性部第31回定期大会

発言する県医労の○○○○さん
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青年部

　

大
会
で
は
、
県
医
労
の
○
○

代
議
員
（
南
光
支
部
）
が
議
長

を
務
め
ま
し
た
。
討
論
で
は
、

出
席
し
た
全
単
組
か
ら
発
言
が

あ
り
、
県
医
労
か
ら
は
○
○
青

年
部
長
が
職
場
実
態
の
他
に
、

青
年
部
定
期
大
会

で
パ
ワ
ハ
ラ
学
習

会
を
行
っ
た
こ
と

や
今
後
開
催
す
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
や
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流

会
な
ど
青
年
部
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
発
言
し
ま
し
た
。

　

大
会
方
針
は
満

場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
新
役
員
に
は
、

副
部
長
に
○
○
○

○
さ
ん
（
本
部
書
記
局
）、
執

行
委
員
に
○
○
○
○
さ
ん
（
中

部
支
部
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
○
○
○
○
さ

ん
（
二
戸
支
部
）、
○
○
○
さ

ん
（
南
光
支
部
）
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

定
期
大
会
終
了
後
に
は
、
わ

ん
こ
そ
ば
で
有
名
な
「
東
屋
」

で
昼
食
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
開
催
さ
れ
る
み
ち

の
く
ア
ク
ト
成
功
に
む
け
、
医

労
連
青
年
部
の
団
結
を
深
め
ま

し
た
。

　

10
月
14
日
（
土
）、
岩
手
医

労
連
青
年
部
第
37
回
定
期
大
会

が
盛
岡
市
「
岩
手
県
民
会
館
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
12
単
組

24
名
（
県
医
労
は
８
名
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

医労連青年部定期大会参加者で撮影

　9月28日、二戸支部青年部定期大会が開
催されました。大会では運動方針、予算に
ついての承認と役員選出が行われました。
また青年部行事に積極的に参加していくこ
となどが確認されました。

二戸支部青年部定期大会

　9月30日（土）、雫石町の「三ツ石山」で県
医労登山を予定していましたが、悪天候のた
め中止となりました。
　当日参加者には早朝に中止を連絡、前泊組
でリフトだけでもと考えましたが、リフトも
運休になり記念撮影をして解散となりました。
この時期の「三ツ石山」は紅葉が見ごろで、
登山を楽しみにしていた参加者からは、「残念」
という声が聞かれました。

登山中止となりました

み
ち
の
く
ア
ク
ト
成
功
に
む
け

力
を
あ
わ
せ
よ
う
！

み
ち
の
く
ア
ク
ト
成
功
に
む
け

力
を
あ
わ
せ
よ
う
！

二戸支部青年部定期大会

退任あいさつをする○○○さん
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ふ
か
し
芋
を
食
べ
、
秋
を
感

じ
始
め
ま
し
た
。
休
み
の
日
の

ほ
っ
と
し
た
時
間
で
す
。

南
光
支
部
　
つ
か
れ
た
さ
ん

　

　

　

最
近
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り

響
き
ま
す
。
気
象
情
報
の
よ
う

に
不
安
定
な
世
の
中
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。
怖
い
で
す
ね
。

中
央
支
部
　
す
い
と
う

　

　

　

道
の
駅
に
ぶ
ど
う
や
り
ん
ご

が
並
び
、賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅
め
ぐ
り
、楽
し
い
で
す
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

　

　

　

母
親
大
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
集
ま

り
、
す
ご
い
熱
気
で
し
た
。
母

親
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
当
然

の
こ
と
な
の
で
す
が
、
現
在
は

そ
れ
す
ら
も
脅
か
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
当
然
の
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い

　

東
北
の
上
空
を

中
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
が
飛
び
、
日

本
中
の
至
る
と

こ
ろ
で
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
。「
ま
る
で
戦
時

中
の
よ
う
だ
」
と

声
が
あ
が
っ
た
８

月
、
９
月
。
北
朝
鮮
の
脅
威
を

煽
り
「
圧
力
」
ば
か
り
を
強
調

し
、
対
話
を
拒
否
す
る
安
倍
首

相
。
経
済
制
裁
と
同
時
に
、
対

話
・
外
交
が
世
界
の
流
れ
で
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
も
ド

イ
ツ
の
首
相
も
そ
れ
を
主
張
し

た
▼
国
連
で
は
今
年
７
月
、
核

兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、

９
月
に
は
１
日
で
50
カ
国
が
条

約
に
批
准
を
署
名
。
そ
し
て
10

月
６
日
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）」
へ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
授
与
が
発
表
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・
川
崎

哲
氏
は
こ
の
授
賞
を
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
実
現
し
よ
う
と

努
力
し
て
き
た
す
べ
て
の
人
た

ま
す
。

中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　

　

　

台
風
で
大
雨
だ
っ
た
り
、
カ

ン
カ
ン
照
り
だ
っ
た
り
。
自
然

災
害
が
多
い
で
す
ね
。
○
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
レ
ベ
ル
の
災

害
が
続
き
、
心
が
痛
み
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
復
旧
で
き
る
と

い
い
の
で
す
が
…
。

宮
古
支
部
　
み
た
マ
マ

　

　

　

夏
休
み
が
終
わ
り
、
そ
ろ
そ

ろ
冬
休
み
も
あ
っ
た
ら
な
あ

と
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
、
今

日
こ
の
頃
。

久
慈
支
部
　
た
か
パ
パ

　

　

　

県
医
労
新
聞
の
号
外
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
夜
勤
専
従
者

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
縮
め
る

と
、
そ
の
た
め
に
日
勤
者
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
夜
勤
専
従
で

は
な
く
、
根
本
的
に
人
員
の
増

加
と
仕
事
内
容
の
見
直
し
が
な

さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

小
手
先
だ
け
の
対
策
に
意
味
は

あ
り
ま
せ
ん
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

ち
に
贈
ら
れ
た
も
の
」
と
述
べ
、

「
日
本
政
府
が
条
約
に
つ
い
て
異

常
な
ま
で
に
沈
黙
を
貫
く
の
は

非
常
に
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
総
選
挙
で
も
議
論
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
」
と
語
っ
た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
永
年
の
悲
願
に

背
を
向
け
る
安
倍
首
相
に
、「
あ

な
た
は
ど
こ
の
国
の
総
理
で
す

か
？
」
と
言
わ
せ
た
８
月
。
被

爆
国
日
本
の
政
府
に
、
世
界
の

目
は
向
け
ら
れ
て
い
た
▼
10
月

22
日
投
票
の
衆
院
選
結
果
は
、

与
党
が
３
分
の
２
の
議
席
確
保

と
な
っ
た
。
朝
日
新
聞
の
世
論

調
査
は
自
民
大
勝
の
理
由
に
つ

い
て
「
安
倍
首
相
の
政
策
が
評

価
さ
れ
た
か
ら
」
が
26
％
、「
そ

う
は
思
わ
な
い
」
65
％
▼
今
沖

縄
の
米
軍
基
地
に
は
、
日
韓
米

の
軍
事
演
習
で
Ｆ
35
Ａ
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
12
機
と
兵
士
約
３
千

人
が
暫
定
配
備
さ
れ
る
と
い
う
。

軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
こ
と
は

確
か
だ
▼
北
朝
鮮
の
脅
威
を
解

消
す
る
た
め
に
も
、
核
兵
器
を

な
く
す
立
場
が
重
要
だ
。�

（
る
）

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
23
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

た
か
パ
パ（
久
慈
支
部
）、

お
に
や
ん
ま
、
二
戸
へ
お
で

ん
せ
♪（
以
上
、
二
戸
支
部
）、

し
ら
た
き
、
す
い
と
う
、
ラ

ン
ち
ゃ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
の

花（
以
上
、
中
央
支
部
）、
○

○
○
○（
南
光
支
部
）、
岩
手

県
産
黒
豚（
釜
石
支
部
）、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
（
宮
古
支
部
）



11月の予定
４日（土）〜５日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）
９日（木）	 県医労中央決起集会（県公会堂）
	 拡大支部長会議（県公会堂）
11日（土）	 県医労女性部北部ブロック集会（久慈）
	 県医労女性部三陸ブロック集会（大槌）
18日（土）～ 19日（日）
	 日本医労連非正規雇用労働者の全国交流
	 集会 in 岩手（花巻温泉）
20日(月)～ 21日（火）
	 県医労栄養管理部門集会（ホテル紅葉館）
21日（火）	 県医労看護部会（県民会館）
21日(火)～ 22日（水）
	 県医労青年部中央交流集会（東京）
22日(水)～ 23日（木）
	 県医労職制組合員集会（御所湖温泉）
25日（土）	 県医労女性部中部ブロック集会（東和）
25日（土）～ 26日（日）
	 第27回病院給食問題全国交流集会（福島）
26日（日）～ 27日（月）
	 日本医労連東北地方協「第18回精神病院労
	 組交流集会」（ホテル紫苑）

1280円
（絵7枚　A2版　59.4x42㎝　税別）

斡旋価格

核兵器のない世界を
子どもたちに

核兵器のない世界を
子どもたちに

お申し込みは組合事務室または本部書記局まで

2018
カレンダー
（大判）

2018
カレンダー
（大判）

CHIHIRO IWASAKICHIHIRO IWASAKI
いわさきちひろいわさきちひろ

12月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

７日（木）	 拡大支部長会議（盛岡市勤労福祉会館）
９日（土）	 第62回はたらく女性の岩手県集会（盛岡市
	 勤労福祉会館）


